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空とぶ図書館開催のお知らせ

沖縄県教育庁生涯学習振興課では読書の
意義や楽しみ方を伝えるための手法等を
学び、同世代の読書活動推進に関する課
題解決に主体的・協働的に取り組むこと
のできる「高校生読書リーダー」を育成
しています。

沖縄県立図書館では８月１４日に「研修
①」を開催。当館職員が「イベント広
報」について研修し、終了後にはバック
ヤードツアーを行いました。

例年２月頃には最終報告会が県立
図書館で行われます。生徒がどの
ような読書推進活動をおこなった
か報告が楽しみです。

９月６日（金）～９月７日（土）in 西表島
６(金)１４：００～１９：００
７(土)９：００～１３：００

会場：離島振興総合センター

９月２８日（土） in 渡名喜島
１３：００～１９：００
会場：渡名喜村多目的活動施設

9月は西表島と渡名喜島
へ行ってきます！

沖縄県高校生読書リーダー
育成研修①が県立図書館で

行われました！

絵本作家：あきやまただし展
９月２５日（水）～９月３０日（月）

「はなかっぱ」の
原作者さんです！

あきやま氏は、４月に脳内出血のため入院し、
退院後の現在はリハビリに専念されております。

これまで、沖縄県内の市町村立図書館で、読書推
進活動にご尽力いただいてきた、あきやま氏への
感謝の気持ちを込めて「あきやまただし展」を
開催します。
県立図書館３階で展示します！

場所：県立図書館3階おはなしの森
時間：10:30～（約30分）

1３日（金） 世界のえほん読み聞かせ会 言語：スペイン語
19日（木） 定例おはなし会 2６日（木） えいごでおはなし会
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県立図書館に新たに入ってきた本の一部をご紹介します。

本の場所について不明な点があれば、カウンター職員にお尋ねください。

新着図書紹介

タイトル 著者

にっぽんの花地図 はなまっぷ／著

人気No.1にダマされないための本 小林 直樹／著

親の家を売る。 維持から売却
まで、この1冊で大丈夫!

永峰 英太郎／著
高橋 正典／監修

1日1分読むだけで身につく
定年前後の働き方大全100

佐佐木 由美子／
著

海外ノマド入門 ここではない
場所で生きていく

ルイス前田／著

もう一人、誰かを好きになったとき
ポリアモリーのリアル

荻上 チキ／著

免疫のしくみ・はたらきゆるっと
事典

萩原 清文／著
徳永 明子／キャラ
&マンガ

カラダをほぐせば、心もゆるむ
自分を愛でるセルフマッサージ

Lily／著

痛みが消える自力整体
100歳でも痛くない

矢上 裕／著

大人女子のためのデンタルケア事典
歯の寿命をのばす
会／著

自転車を趣味にする
楽しく走るロードバイク入門

ななな／著

猫屋台日乗 ハルノ 宵子／著

タイトル 著者
ことわざハンター
不思議な石と魔法の辞書

櫻井 とりお／著

アゲイン AGAIN
あんず ゆき／作
丹下 京子／絵

手話だからいえること
泣いた青鬼の謎

丸山 正樹／作
高杉 千明／絵

人生のレールを外れる衝動
のみつけかた

谷川 嘉浩／著

中高生のための小説のつくりかた
創作に役立つ実践知識とヒント

田中 哲弥／監
修

こまったときのPOP実例集
全国学校図書館POPコンテスト
公式本
オススメ本POPの作り方

内田 剛／著

タイトル 著者

ざっくりわかる沖縄移住と
仕事と起業

ルー大谷／著

沖縄、思いが伝わるつくり手
を巡る旅。

セソコ マサユキ
／企画・編集

沖縄について私たちが知っ
ておきたいこと

高橋 哲哉／著

自然史標本が未来を拓く
国立自然史博物館を沖縄
に!

馬渡 駿介／著

沖縄レコード音楽史
<島うた>の系譜学

高橋 美樹／著

沖縄ターザンの冒険ずかん
生き抜く力を身につけよう

Kidzy／著



場所 タイトル 内容 主催団体

7/17 ～9/2
のせて、はこぶ、おんなたち

―頭上運搬のすがた―

今ではなかなか見ることのできない頭上運搬。沖縄女性の伝統的な

運搬技法を見直してみませんか。
沖縄県立図書館

9/4 ～9/30
沖縄観光月間「観光について

考える」特集コーナー

県民（特に夏休みのお子様向け）に沖縄観光について学んでもらうこ

とで地域の魅力や観光の意義等に関する児童の理解増進推進を図

る展示です。

沖縄観光コンベン

ションビューロー

グッジョブセンター展示 お仕事に関する本を展示します。 沖縄県立図書館

レファレンス常設展 図書館に来たレファレンス事例を展示します。 沖縄県立図書館

8/14 ～9/23

沖芸サテライト・ミニギャラリー

Vol.15＆「沖芸の先生による、

今読むべきこの10冊」vol.14

沖縄県立芸術大学との連携事業として、「沖芸サテライト・ミニ・ギャラ

リーvol.15　 展」及び「Book List沖芸の先生による、今読むべきこ

の10冊！ vol.14（選者：赤塚 美穂子 氏　9/30まで）」の企画展示

を開催中です。

沖縄県立芸術大学

沖縄県立博物館・美術館

情報コーナー
沖縄県立博物館・美術館に関する情報発信コーナー

沖縄県立

博物館・美術館

沖縄県図書館協会 沖縄県図書館協会についてご紹介いたします。 沖縄県立図書館

沖縄県民カレッジ 沖縄県民カレッジの情報をお届けいたします。
沖縄県

生涯学習振興課

新・沖縄21世紀ビジョン

基本計画・実施計画

目指すべき沖縄の姿を描いた「沖縄21世紀ビジョン」の「新・基本計画」と各施策の具体

的な取組を示した「新・実施計画」を紹介します。
沖縄県立図書館

8/28 ～9/16 がん征圧月間展示
毎年9月のがん征圧月間に合わせてがん予防、がん検診の啓発展示

を行います。
沖縄県立図書館

8/28 ～9/23 水路記念日展示
9月12日の水路記念日に合わせて、パネル展を開催し海洋情報業務

の啓発を行います。

第十一管区海上保

安部海洋情報監理

課

8/28 ～9/23
学費無料で留学ができる「小渕沖

縄教育研究プログラム」でハワイ

へ留学してみませんか？

「小渕沖縄教育研究プログラム」を県民に広く周知することを目的と

した展示です。

沖縄県

科学技術振興課

9/4 ～9/16 自殺予防週間展示 自殺予防週間に合わせて自殺防止に関する本を展示します。 沖縄県立図書館

9/4 ～9/30 健康増進普及月間
毎年9月の健康増進普及月間に合わせて自身の健康や生活習慣へ

の関心を高めるような展示を行います。
沖縄県健康長寿課

9/11 ～9/16 JICA海外協力隊パネル展

JICA海外協力隊事業に関する事業概要や活動を紹介します。海外

協力隊の概要や沖縄出身の隊員の活動の様子をパネル形式で展示

します。

JICA沖縄

9/18 ～9/30
令和６年秋の交通安全県民運

動パネル展
秋の交通安全県民運動の普及啓発のパネルを展示する。

沖縄県

生活安全安心課

9/18 ～9/30
「もうお注射しましたか？ 9/28は世界狂

犬病デーです！」

9月28日の世界狂犬病デーに合わせて狂犬病と予防注射及び動物

愛護についての普及啓発を図る。

沖縄県

薬務生活衛生課

9/25 ～9/30 あきやまただし展 絵本作家 あきやまただし さんの原画と作品の紹介を行います。 沖縄県立図書館
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夏休みも終わり、9月に入りました。17日は
「おつきみ(十五夜じゅうごや)」です。
旧暦(昔のカレンダー)の8月15日に見える、
一年で最も美しい満月は「中秋の名月(ちゅう
しゅうのめいげつ)」とよばれています。

今では美しい月を見て楽しむ行事ですが、もと
もとは農作物の豊作を願い祝う行事として中国
から伝わったものと言われています。
今回は、お月見に関する絵本を2冊紹介します。

『おつきさま でたよ』

寺村 輝夫／さく，いもと ようこ／え
あかね書房 1985.9
対象年齢：3歳～

＜くりのきえんのおともだちシリーズ＞
おつきみのしたくができました。
おおはらぽんたは、おだんごのばんを
しながら、月の出をまっていましたが
……。

資料ID：2000215216

『月のうさぎ』
瀬戸内 寂聴／文，岡村 好文／絵
東京 講談社 2007.7
対象年齢：小学1〜2年生

なぜ月にうさぎが見えるの? 
森に仲よく暮らすうさぎときつねと
さるは、倒れていたおじいさんを助け
ようと、一生懸命食べものを探します
が…。未来に生きる子どもたちとすべ
ての大人たちに贈る、たくさんの愛が
つまった物語。

資料ID：2000726634

『由来からわかる日本と世界の行事図鑑』（資料コード：１００９４８９６１６）参考



Q.

利用案内
開館時間：9時～20時（火曜・年末年始・特別整理日休館）

休館日：毎週火曜日、年末年始、特別整理期間

※図書館専用の無料駐車場はございません。

お車でお越しの際は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

令和6年(2024年) 9月発行 第189号
〒900-0021  沖縄県那覇市泉崎1-20-1 カフーナ旭橋Ａ街区
TEL：098-894-5858（代表） 沖縄県立図書館

このコーナーでは沖縄県立図書館に寄せられたお問い合わ
せ（調査・相談、レファレンス）の一部をご紹介します。
今月は・・・

沖縄何でもQ&A

来館される皆様へのお願い
・館内では飲食禁止です。飴・ガム・チョコレートなども持ち込みはお断りしています。
倒れても、中身がこぼれない容器に入れた飲み物は持ち込みが可能です。

・携電話やスマートフォンはマナーモードに設定し、通話は4階・5階にある
館内電話ボックスをご利用ください。

・館内は撮影禁止です。撮影はお控えください。

No.157 (郷土資料レファレンス事例)

A.

HP X(旧twitter) facebook

日本復帰前に、沖縄にアイススケート場が
あったのは本当？当時のスケート競技につ

いて知りたい。

本当です。1966（昭和41）年12月17日、那
覇市天久に沖縄県初の屋内アイススケート場「沖
縄アイス・スケートリング※1」がオープンしま
した。経営者である岸本一夫氏は、同地で絨毯・
家具専門店として岸本一夫商店を営んでいました
が、子供達が自由に遊べる健全なスポーツの場が
少ないことから、5年前からの夢だったアイスス
ケート場を建設しました。アイススケート場は一
周120mで、一度に約740人が滑ることができた
そうです。オープンの際には、当時の日本フィ
ギュアスケート界を代表する3選手（福原美和・
大川久美子・小塚嗣彦）が、文教局の招きで来沖
し、12月18日に模範演技を行いました。
1967年9月11日、沖縄スケート連盟※2が発

足し、会長には琉球政府行政副主席の小渡三郎が
就任しました。同月15日には、第1回アイスス
ケート大会が開催されています。同年12月12日
には、沖縄スケート連盟は日本スケート連盟に加
盟し、国民体育大会冬季大会に初めて参加するこ
とが決まりました。翌1月の第23回国体冬季大
会（北海道）には、渡嘉敷一郎・上原健一・兼島
節子・金城忍の4名がフィギュアスケートの選手
として派遣されています。当時はコーチが沖縄に
いなかったため、選手達は自己流の練習で苦労し
たようですが、1972年1月には2度目の国体冬
季大会（第27回、栃木県）に出場しています。
『沖縄大百科事典』の「アイススケート」の項に
は、1981年までの国体には男子フィギュアのみ
が参加とありますが、実際は1968年と1972年
の両大会ともに沖縄から女子フィギュアに参加し
ていたことは、当時の新聞報道からも明らかです。

※1-3資料により表記に若干の違いがあります。ここでは、商工名鑑

や新聞報道などで多く使用されている表記に従いました。

文中以外の表記は、※1沖縄アイス・スケートリンク、沖縄アイス・

スケートセンター、また「・」の無い場合もあります。※2沖縄アイ

ススケート連盟、沖縄県スケート連盟。※3国際アイス・スケートリ

ンク。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

図書館カレンダー9月

は休館日です。

1969年1月、沖縄スケート連盟は沖縄体育協会に
加盟。アイススケート場は、同年8月に経営者が変
わり、国際アイススケート※3として再スタートし
ました。1970年5月17日、沖縄スケート連盟理事長
の宮城勇と東京の品川リンクで指導員だった砂川隆
禧がコーチ役となり、沖縄スケート連盟アイスホッ
ケークラブが発足しました。
復帰後の県内アイススケート場の状況は、国際ア

イススケートが1981年頃に閉鎖したものの、1991
（平成3）年2月22日におきなわ温泉ファミリーパー
クのオキナワドーム（沖縄市古謝、現在閉鎖）、
1997年2月22日にスポーツワールドサザンヒル（南
風原町宮平）にアイススケート場がオープンしてい
ます。県内にアイススケート場がない間、選手たち
は那覇ローラースケートランド（浦添市勢理客、現
在閉鎖）で練習していたそうです。 （横山）

参考資料

『新しい沖縄』大城一男編 沖縄グラビア社 1969年

『沖縄県体育協会史』沖縄県体育協会史編集委員会編 沖縄県体育協会 1995年

『沖縄県商工年鑑 昭和55年度版』沖縄光文社編集室著 沖縄光文社 1980年

『沖縄大百科事典 上巻』沖縄大百科事典刊行事務局編 沖縄タイムス社 1983年

『沖縄タイムス』1966年12月16日付朝刊8面／1968年１月20日付朝刊５面／1972年1月10日付

朝刊7面／1997年2月21日付朝刊21面

『那覇市商工名鑑 1960』那覇市商工観光課編 那覇市商工観光課 1960年

『那覇商工名鑑 (1968年版)』那覇商工会議所[編] 那覇商工会議所 1968年

『琉球新報』1966年3月20日付朝刊11面／同年12月2日付朝刊4面／同年12月16(17の

誤植)日付朝刊5面／同年12月17日付朝刊4面／同年12月18日付朝刊6面／1967年9月12日
付朝刊4面／同年9月17日付朝刊6面／同年12月15日付朝刊4面／1968年1月12日付朝刊4面
／同年1月28日付朝刊6面／同年1月31日付朝刊6面／1969年1月26日朝刊4面／同年8月30
日付朝刊2面／1970年7月21日付朝刊6面／1972年1月7日付朝刊6面／1982年1月29日付朝
刊10面／1985年2月27日付朝刊11面／1987年1月14日付夕刊3面／1991年2月28日付朝刊12
面


